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ナノマテリアルは生体に対する持続的な作用と高い反応性を持つことが知られており、医療へ

の応用が進められている[1]。一方で、ナノマテリアルの安全性は未解明の点が多く、安全性のガ

イドライン構築が喫緊の課題である[2]。本講演では、ナノマテリアルの体内動態解明を目的とし、

人体の構成元素でないため体内動態を追跡しやすい Inナノ粒子を RFスパッタリングにより作製

し、ラットへ気道投与した結果を報告する。 

Inナノ粒子作製には RFマグネトロンスパッタリング法を用いた[3]。

Arガスを装置内に導入し圧力を 1.6 Paとした。カソード下 10 mmの位

置にイオン液体（EMI-BF4:C6H11N2BF4）をガラスシャーレに 1 ml入れ

て設置した。カソード電極に 30W の高周波電圧を印加してプラズマを

生成し、In ターゲットからスパッタした In 原子をイオン液体に照射し

ナノ粒子を生成した。In のガス中での平均自由行程は 10mm 程度であ

ることから、イオン液体中で In

原子が凝縮しナノ粒子が生成さ

れたと考えている。イオン液体と

ナノ粒子を遠心分離機で分離したのち、Inナノ粒子を純水に分散してラットへ気道投与した。 

ナノ粒子の TEM画像を Fig.1に示す。１次粒子のサイズは約 7nmであり、凝集粒子のサイズは

20-100nmである。電子回折パターンはハローであり、アモルファス構造であった。EDX分析によ

りナノ粒子は Inまたは InOxであることが分かった。この Inナノ粒子をラットへ気道投与して、

血清 In濃度、肺 In濃度を ICP-MSで測定した結果を Table Iに示す。投与直後でも肺だけでなく

血清中にも Inが検出され、肺から血液へ Inナノ粒子が輸送されている。４日目では肺の In濃度

及び沈着率は低下し、血清の In濃度は高くなっている。以上のように、Inナノ粒子は体内動態解

析に有効である。 
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Fig. 1. TEM image of In 
nanoparticles  

Table I. In amount of serum and lung 

測定日
血清In濃度
(ng/mL)

肺In濃度
(μ g/g)

肺In量
(μ g)

肺In沈着率
(%)

In投与量
(mg)

0h 1.2 65.4 114.2 22.8 0.5

4days 2.4 17.8 37.0 7.4 0.5

第 61 回応用物理学会春季学術講演会　講演予稿集（2014 春　青山学院大学）

Ⓒ 2014 年　応用物理学会

19p-F2-2

08-139


